
六
十
二
巻

河
内
名
所
図
会
を
歩
く
⑬ 

～
十
三
街
道
の
道
標
３
～

　
大
正
時
代
の
は
じ
め
に
立
て
ら
れ

た
「
四
千
年
前
穴け

っ

居き
ょ

跡あ
と

」
の
道
標
が

示
し
た
場
所
は
、
高
安
山
麓
の
後
期

古
墳
を
代
表
す
る
愛あ

宕た
ご

塚づ
か

古
墳
で
し

た
。
開
口
し
て
い
た
横
穴
式
石
室
を
、

は
る
か
昔
の
住
居
と
思
っ
て
、
多
く

の
人
々
が
出
入
り
し
た
の
で
す
。

　

一
方
で
、
愛
宕
塚
古
墳
に
は
、
明

治
二
十
一
年
（
１
８
９
１
年
）
に
近

代
地
理
学
の
父
と
呼
ば
れ
る
山
崎
直

方
が
、
大
正
三
年
（
１
９
１
４
年
）

に
京
都
帝
国
大
学
考
古
学
研
究
室
助

手
の
梅
原
末
治
な
ど
新
進
の
研
究
者

た
ち
が
現
地
を
訪
れ
、
一
般
に
も
横

穴
式
石
室
は
埋
葬
施
設
と
の
認
識
が

浸
透
し
て
い
き
ま
す
。

　

多
く
の
人
々
が
関
心
を
持
っ
た
横

穴
式
石
室
は
、
両
袖
式
で
全
長
十
五
・

七
ｍ
あ
り
ま
す
。
人
が
葬
ら
れ
た
玄

室
の
長
さ
は
七
ｍ
、
幅
は
奥
壁
で
二
・

五
ｍ
、高
さ
は
四
・
二
ｍ
も
あ
り
ま
す
。

奥
壁
と
側
壁
は
と
も
に
二
段
積
み
で

一
辺
二
ｍ
前
後
の
巨
大
な
石
材
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
石
室
の
特
徴
か
ら

六
世
紀
後
半
ご
ろ
に
造
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

玄
室
の
床
面
積
は
、
約
二
十
㎡
あ

り
、
高
安
山
麓
だ
け
で
な
く
、
大
阪

府
下
最
大
級
で
、
同
じ
よ
う
な
広
さ

の
古
墳
は
鉢
塚
古
墳
（
池
田
市
）
だ

け
で
す
。
大
型
の
横
穴
式
石
室
が
あ

る
奈
良
県
で
も
、
蘇
我
馬
子
の
墓
と

い
わ
れ
る
約
二
十
六
㎡
の
石
舞
台
古

墳
に
は
お
よ
び
ま
せ
ん
が
、
約
二
十

二
㎡
の
牧
野
古
墳
や
約
二
十
㎡
の
ウ

ワ
ナ
リ
塚
古
墳
な
ど
、
有
力
な
古
墳

の
石
室
に
匹
敵
し
ま
す
。
愛
宕
塚
古

墳
の
北
を
通
じ
る
十
三
街
道
は
江
戸

時
代
、
大
和
へ
の
主
要
な
ル
ー
ト
で

し
た
が
、
そ
の
前
身
の
道
が
古
墳
時

代
に
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
巨
大
な
石
室
の
構
築
に
は
、
道

を
介
し
た
大
和
と
の
交
流
が
あ
っ
た

と
も
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
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